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１．はじめに  

現在，青森県八戸市において JX 日鉱日石

エネルギー㈱の八戸 LNG ターミナルが 2015

年の運転開始を目指して建設中である．  

LNG 受入のための外航船桟橋（ドルフィ

ン桟橋）のうち，荷役施設ワーキングプラ

ットフォームは，斜杭（組杭）式の鋼管杭

基礎に，上部工は鉄筋コンクリートの梁・

スラブから構成され，施工手間のかかる構

造である（図-1，図-2）．  

本工事で実施した上部工構築のための支

保工ついて紹介する. 

２．施工条件 

(1)自然条件  

 東日本大震災の津波で，施工場所前面

の防波堤が損壊したことにより外洋の影

響を受け，稼働率 55%程度の厳しい海象

下での施工となった．  

(2)構造物条件 

 通常の桟橋より杭間の梁スパン長が

10.75m と非常に長く，張出も 5.5m と大き

い．また，梁高が 1.1～1.7m，スラブ厚さが 0.24～0.35m となっており，構造物下端レベルがまちまちであり，さ

らに海面と構造物下端では 3.5～5.0m 程度と大きく広い空間が存在する． 

３．施工方法 

(1) 梁とスラブのコンクリートを２回に分けて打設することとし，梁スパン長・張出が大きいことに対して，連続

梁として 1 直線に繋げた支保工桁を配置した．組杭の真ん中から 2等辺三角形のブラケットを吊り下げることで，

図-2 ワーキングプラットフォーム 側面図 

写真-1 組杭部のブラケット 
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図-1 ワーキングプラットフォーム 平面図 

写真-2 1 段目支保工桁 写真-3 2,3 段目支保工桁 
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法線直角及び平行方向の双方の組杭に干渉することなく配置できた．同時に 1 直線に繋げた支保工桁は，撤去にお

いてもクレーン船及びウインチを使用することにより，支保工桁を繋げたままの状態で容易に引き抜くことができ，

作業性に優れ安全に施工できた（写真-1, 写真-2, 写真-3）．  

(2) 厳しい海象下での施工に対して，支保工桁上に建枠を設置することを採用した（図-3）．海象の影響を受けるク

レーン船での作業を減らし，荒天によりクレーン船での作業が困難な時にも人力による建枠支保工組立・解体作業

が継続できるようにすることで，工程を確保することが可能となった（写真-4）．  

(3)梁スパン長・張出が大きいため，コンクリート打設中に支保工桁が大きくたわむ．このため，建枠を使用し大引

き受けジャッキで調整し，事前に型枠の上越しを行った．最大 40mm 程度の上越しを実施し，コンクリート打設後の

出来形を確保することができた（写真-5）． 

(4)構造物下端レベルがまちまちであったが，建枠を採用したことで支保工高さをそれぞれの部位に容易に合わせる

ことができ，作業性が増した．この建枠の採用は，海面と構造物間に広い空間が存在したことで実現可能となった． 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

４．おわりに 

 本工事では，厳しい海象下での施工や複雑な躯体形状（長い梁スパン及び張出長，躯体下端レベルの違い）に対

して，鋼管杭に干渉しない 1 直線の支保工桁の配置や支保工桁上での建枠支保工の採用により，工程確保，安全確

保，出来形確保等の面について優位に進めることができた．本工事で採用した支保工形式が，今後の同種の工事の

参考となれば幸いである． 

図-3 建枠支保工図 

写真-5 上越し用ジャッキ 写真-4 建枠支保工組立状況 
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